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連
　
載

◆第9回 JAPAN BUILD TOKYO－建
築の先端技術展－
会期：2024年12月11日（水）～ 13
日（金 ）▷ 開 催 時 間：10：00 ～
18：00（最終日は17：00終了）▷
会場：東京ビッグサイト（東京都
江東区有明3丁目11-1）▷入場料：
無料（事前登録制）▷主催：RX 
Japan株式会社/問合せ・詳細：
03-6739-4127

◆第17回 オートモーティブ ワール
ド -クルマの先端技術展-
会期：2025年1月22日（水）～ 24日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：東京ビッグサイト 東
ホール（東京都江東区有明3丁目
11-1）▷入場料：無料（要事前登
録）▷主催：JX JAPAN/問合せ：
03-6739-4102

◆エネルギーイノベーション総合
展
2025年1月29日（水）～ 31日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト 東1・2ホ
ール＆会議棟（東京都江東区有明
3丁目11-1）▷入場料：無料（事前

登録制）▷詳細・事前登録：htt
ps://www.low-cf.jp/east/ind
ex.html
各構成展と内容 【ENEX2025 第
49回地球環境とエネルギーの調
和展】▷主催：一般財団法人省
エネルギーセンター／ JTBコミュ
ニケーションデザイン/問合せ
03-5657-0762【DER/Microgrid 
Japan2025】▷主催：JTBコミュ
ニケーションデザイン/問合せ
03-5657-0762【 第19回 再 生 可 能
エネルギー世界展示会＆フォー
ラム】▷主催：再生可能エネル
ギー協議会▷共催：国立研究開
発法人新エネルギー ･産業技術総
合開発機構／国立研究開発法人
産業技術総合研究所／国立研究
開発法人科学技術振興機構／一
般財団法人新エネルギー財団（予
定）/問合せ03-5297-8855【Offsho
re Tech Japan 2025 第6回海洋産
業技術展】▷主催：産経新聞社
／ JTBコミュニケーションデザイ
ン/問合せ03-5657-0762

◆第23回 SMART ENERGY WEEK【春】
（構成展：H2 & FC EXPO【春】～第

23回[国 際]水 素・ 燃 料 電 池 展 ～ ／
PV EXPO【春】～第20回[国際]太陽

光 発 電 展 ～ ／ BATTERY JAPAN
【春】～第18回[国際]二次電池展～

／ SMART GRID EXPO【春】～第17
回[国 際]ス マ ー ト グ リ ッ ド 展 ～ ／
WIND EXPO【 春 】 ～ 第15回[国 際]
風力発電展～／ BIOMASS EXPO ～
第10回[国際]バイオマス展～／ ZER
O-E THERMAL EXPO ～第9回ゼロエ
ミッション火力発電EXPO ～）
会期：2025年2月19日（水）～ 21日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：東京ビッグサイト（東
京都江東区有明3丁目11-1）▷入
場料：無料（要事前登録）▷主催：
JRX JAPAN/問 合 せ：03-6739-
4119

●2024年度NEDO再生可能エネル
ギー部成果報告会
会 期：2024年12月17日（火 ）・18
日（水）▷時間：9：00 ～ 17：30
▷開催方式：ハイブリッド方式
（実地＆オンライン）▷会場：ス
テーションコンファレンス川崎
（神奈川県川崎市幸区大宮町1番
地5 カワサキデルタ JR川崎タワ
ーオフィス棟3階▷参加費：無料
（事前申込制）▷主催：新エネル
ギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）/問合せ・詳細・申込：ht
tps://www.nedo.go.jp/events/
FF_100164.html

●【福島県再エネ研究会】令和6年
度 第2回 バ イ オ マ ス 分 科 会（視
察）～バイオマス活用推進につい
ての課題と解決策、バイオマス
分野の将来について～
会期：2024年12月18日（水）▷集
合の場所と時間：①福島県ハイ
テクプラザ（7：40集合／ 7：50
出発／ 17：15帰着予定）／②郡
山駅西口（8：15集合／ 8：25出
発／ 16：45帰着予定）▷行程：
①タオ・エンジニリング＝10：
00 ～ 11：30（福島県いわき市常
磐水野谷町亀ノ尾85-14）／②次
世代グリーンCO2燃料技術研究組
合＝13：30 ～ 15：00（福島県双
葉郡大熊町大川原字西平294-5）
▷参加費：2,000円（税込）※昼食
代は各自負担▷主催：福島県再
エネ研究会/問合せ・：エネルギ
ー・エージェンシーふくしま
024-963-0121▷詳細・参加申込：
ht t p s : / / e n e r g y - a g e n c y -
fukushima.com/informati
on/10499/

●バイオマス産業社会ネットワー

ク（BIN）第225回研究会「各地の
バイオマス利用事例報告～北海
道、九州、兵庫県～（仮題）」
会期：2024年12月25日（水）▷時
間：15：00 ～ 17：00▷ 開 催 方
法：実地＋オンライン（Zoom）▷
参加費：【BIN会員】無料／【一
般】1,000円▷主催：NPO法人バ
イオマス産業社会ネットワーク/
詳 細：https://peatix.com/eve
nt/4204918/view

●CCSテクニカルワークショップ
2025 ～我が国のCCSバリューチ
ェーンの構築に向けて～
会 期：2025年1月29日（水 ）▷ 時
間：13：00 ～ 17：30（会場受付
開始12：20 ～）▷開催方法：現
地＋オンライン▷会場：イイノ
ホール（東京都千代田区内幸町
2-1-1）▷参加費：【ワークショッ
プ】無料／【意見交換会】3,000
円▷主催：二酸化炭素地中貯留
技術研究組合／共催：経済産業
省／国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構/問
合せ：事務局03-5549-6911

新エネルギー関連
イベントカレンダー（11月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

▼
は
じ
め
に

「
心
情
づ
く
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
は
、
何
を
対
象
と

し
て
も
共
通
で
重
要
な
こ
と

は
、
精
神
性
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
精
神
力
の
涵
養
で
あ

る
。
筆
者
は
先
月
、
中
国
山

東
省
威
海
市
で
開
催
さ
れ
た

日
中
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
協
力
大
会
に
参
加
し

た
。
２
０
１
９
年
12
月
以

来
、
５
年
ぶ
り
の
訪
問
で
あ

っ
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
講
演
を
す
る
機
会
を

戴
い
た
。
中
国
経
済
は
減
速

の
基
調
に
あ
る
と
の
話
を
聞

く
が
、
現
地
の
様
子
は
活
力

に
溢
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

人
々
の
気
持
ち
も
明
る
い
。

か
つ
私
た
ち
訪
問
者
に
は
親

切
で
温
か
い
。
豊
か
さ
と
希

望
に
満
ち
て
い
た
。

帰
国
の
前
夜
、
主
催
側
の

女
性
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
へ
の

土
産
を
買
い
に
、
市
中
の

「
逛
世
界
」
と
い
う
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
Ｓ
Ｃ
は
、
物
資
が
豊
富

で
価
格
は
安
く
、
日
本
人
の

立
場
か
ら
見
る
と
ま
さ
に
天

国
で
あ
っ
た
。
威
海
の
人
々

の
日
常
の
暮
ら
し
振
り
を
知

れ
た
。
地
元
威
海
の
特
産
品

を
た
く
さ
ん
選
ん
で
土
産
に

し
て
く
れ
た
。

「
逛
世
界
」
の
「
逛
」
を

用
い
て
、「
逛
銀
座
」
と
す

れ
ば
、
銀
ブ
ラ
の
こ
と
だ
そ

う
で
、
こ
の
Ｓ
Ｃ
で
は
世
界

の
物
産
が
入
手
で
き
る
と
い

う
売
り
か
ら
の
命
名
ら
し

い
。
わ
が
国
の
Ｓ
Ｃ
も
同
様

に
物
は
豊
富
で
あ
る
が
、
中

国
の
方
が
す
べ
て
に
お
い
て

大
づ
く
り
で
あ
り
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
も
派
手
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
に
す
っ
か
り
近
く
な

っ
た
。
日
本
で
は
、
日
本
の

特
質
を
活
か
し
た
商
売
経
済

が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
物
資
の
流
通
や

経
済
で
は
、
重
要
な
概
念
や

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
近
江

商
人
の
「
三
方
よ
し
」
が
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
売
り

手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世

間
よ
し
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
も
う
一
つ
必
要
な
こ

と
は
、
作
り
手
よ
し
、
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
作
り
手
よ

し
を
入
れ
た
「
四
方
よ
し
」

こ
そ
が
、
国
内
経
済
、
国
産

振
興
を
進
め
る
た
め
の
最
も

重
要
な
概
念
や
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
本
題
が
進
め
て
い
る
、

必
要
な
心
情
づ
く
り
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
、広
め
た
い
。

次
で
は
「
心
情
づ
く
り
」

の
た
め
の
精
神
性
を
高
め
る

ヒ
ー
ロ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。

し
」
の
連
携
を
生
む
。

▼
異
花
受
粉
に
よ
る

進
化
と
伝
播

そ
の
名
の
よ
う
に
異
な
る

種
が
受
粉
す
る
こ
と
で
新
種

が
生
ま
れ
る
。
ク
ロ
ス
・
フ

ェ
ー
ト
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
と

言
わ
れ
る
。
純
粋
や
保
守
に

拘
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い

概
念
、
今
日
的
に
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
で
あ
る
。
多
様
化

を
受
け
入
れ
る
心
情
も
大
切

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
時
代
へ
の
要

請
と
変
革
は
様
々
で
あ
り
、

人
間
の
社
会
と
し
て
は
持
続

し
て
き
た
。
が
、
犠
牲
も
強

い
ら
れ
た
。
鉱
山
か
ら
の
重

金
属
公
害
、
煤
煙
や
空
気
汚

染
、
水
質
汚
染
…
。
環
境
、

す
な
わ
ち
生
圏
の
保
全
は
生

命
と
健
康
へ
の
課
題
解
決
で

あ
る
。
生
き
る
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
資
源
の
保
全
と
調

達
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
。
脱
炭
酸

ガ
ス
Ｃ
Ｏ
２

対
策
。
そ
の
た

め
の
省
エ
ネ
、
断
熱
対
策
。

そ
し
て
再
エ
ネ
転
換
。
最
近

で
は
再
び
科
学
技
術
公
害
、

利
便
性
の
反
証
と
し
て
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
同
時
に
、
健
康
と
心

的
ス
ト
レ
ス
、
さ
ら
に
は
、

性
の
多
様
性
と
婚
姻
の
多
様

性
。
家
庭
や
職
場
な
ど
で
の

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
理
解
な
ど
。

こ
れ
ら
次
々
と
登
場
す
る

課
題
に
対
応
す
る
心
情
を
身

S Safety
DDomestic
GGreen
S Society

安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

健
全
な
国
産
化
へ
向
か
う
心
情
づ
く
り（
３
）

―
多
様
性
の
理
解
と
解
釈佐藤

建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第⑲回

コラム

▼
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・

キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル

こ
こ
に
掲
げ
た
「
イ
ザ
ム

バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ

ル
ネ
ル
」
は
人
名
で
、Isam

bard 
Kingdom 

Brunel

と

い
う
人
物
で
あ
る
。
生
年
１

８
０
６
年
、
没
年
１
８
５
９

年
で
、
53
歳
と
い
う
短
い
人

生
で
、
多
く
の
業
績
を
残
し

た
英
国
の
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
で
あ
る
。
英
国
が
百
花
繚

乱
に
輝
い
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

時
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
、

大
げ
さ
に
い
え
ば
、
ブ
ル
ネ

ル
が
そ
れ
を
牽
引
し
た
と
し

て
も
過
言
で
は
な
い
。

英
国
で
は
、
有
名
で
Ｂ
Ｂ

Ｃ
の
偉
大
な
る
英
国
人
の
投

票
で
は
、
か
の
チ
ャ
ー
チ
ル

首
相
の
次
に
得
票
し
た
。
ニ

ュ
ー
ト
ン
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を

抑
え
て
の
２
位
で
あ
っ
た
。

ブ
ル
ネ
ル
の
人
気
は
、
次
の

よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
か
ら
も
合

点
が
い
く
。
英
国
の
著
名
な

Ｔ
Ｖ
司
会
者
は
、「
ダ
ー
ウ

ィ
ン
は
我
々
が
ど
こ
か
ら
来

た
か
を
教
え
て
く
れ
た
が
、

我
々
を
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
の
は

ブ
ル
ネ
ル
で
あ
る
」
と
評
し

た
。す

な
わ
ち
、
19
世
紀
の
時

代
に
、
い
ま
、
我
々
が
暮
ら

す
２
１
世
紀
の
時
代
を
つ
く

り
先
導
し
て
く
れ
た
。
ブ
ル

ネ
ル
は
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

（
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
の
分

野
で
の
ほ
か
、
造
船
技
師
で

も
あ
り
、
鉄
道
技
師
で
も
あ

り
、
建
築
技
師
で
も
あ
っ

た
。
筆
者
は
都
市
イ
ン
フ
ラ

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
呼
称
し
て
い

る
。筆

者
は
、
ブ
ル
ネ
ル
を
日

本
に
技
術
史
と
い
う
分
野
か

ら
紹
介
し
て
き
た
。
日
刊
工

業
新
聞
社
刊
の
『
ブ
ル
ネ
ル

の
偉
大
な
る
挑
戦
』
と
い
う

小
冊
を
２
０
０
６
年
に
出
版

し
て
い
る
。
そ
の
年
は
ブ
ル

ネ
ル
の
生
誕
２
０
０
年
記
念

の
年
で
あ
り
、
２
日
間
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
１
１
年
に

は
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ

た
が
、
そ
の
復
興
に
も
ブ
ル

ネ
ル
精
神
、
す
な
わ
ち
行
き

た
い
と
こ
ろ
へ
目
標
を
定
め

て
展
開
す
る
た
め
に
、
東
京

の
築
地
で
ネ
バ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ッ
ト
東
北
「
挑
戦
す
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
ブ
ル
ネ
ル
父
子
の
偉

大
な
る
軌
跡
展
」
を
２
０
１

８
年
９
月
６
日
か
ら
２
カ
月

間
開
催
し
た
。
ブ
ル
ネ
ル
父

子
と
し
た
の
は
、
ブ
ル
ネ
ル

の
父
マ
ー
ク
・
ブ
ル
ネ
ル
も

土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、
今
日

で
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
定
番

技
術
で
あ
る
シ
ー
ル
ド
工
法

を
発
明
し
た
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
時
代
を
先
駆

す
る
に
は
、
見
本
を
示
し
て

提
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
シ
ー
ズ
と
ニ

ー
ズ
の
出
合
い
と
協
働
を
導

き
、
前
述
し
た
「
四
方
よ

に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
は
、
こ
こ
で
掲

げ
た
異
花
受
粉
へ
の
許
容
能

力
と
合
致
し
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
理
解
と
能
力
は
、
シ
ン

パ
シ
ー
と
エ
ン
パ
シ
ー
で
あ

る
。
そ
れ
を
抑
え
る
概
念
が

日
本
で
幅
を
利
か
せ
て
い
る

「
世
間
」
と
い
う
概
念
＆
心

情
で
あ
る
。

▼
世
間
と
い
う
空
気
感

日
本
独
特
の
思
考
と
行
動

へ
の
規
制
が
世
間
と
い
う
空

気
感
で
あ
る
。
こ
れ
も
心
情

に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
。
西

洋
的
あ
る
い
は
大
陸
的
な
独

自
性
の
主
張
を
制
限
し
て
、

同
一
性
や
帰
属
性
や
画
一
性

を
尊
重
し
た
り
強
制
し
た
り

す
る
目
線
や
心
情
が
我
が
国

に
は
存
在
し
、「
世
間
」
と

し
て
い
わ
れ
る
。
結
果
、
保

守
的
な
考
え
に
な
り
易
く
、

変
革
や
革
新
的
と
は
対
照
と

な
る
。

封
建
性
と
い
う
言
葉
が
あ

る
が
、
江
戸
幕
府
の
封
建
体

制
な
ど
と
学
校
で
は
学
び
、

２
６
０
年
続
い
た
拠
り
ど
こ

ろ
と
し
て
教
わ
る
、
そ
の
真

意
は
将
軍
が
、
自
身
の
直
轄

領
以
外
の
土
地
を
諸
藩
に
分

け
与
え
、
領
有
・
統
治
さ
せ

る
こ
と
、
そ
の
制
度
で
あ

る
。
上
位
下
達
を
旨
と
し
諸

藩
か
ら
の
変
革
を
嫌
う
。
反

対
者
に
は
罰
や
成
敗
が
あ

る
。
す
る
と
、
面
従
腹
背
の

慣
わ
し
を
身
に
着
け
た
。

こ
れ
は
、
日
本
社
会
に
定

着
し
た
。
出
世
の
た
め
の
常

道
と
躾
け
ら
れ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
、
実
は
、
上
司
を
欺

く
技
と
も
な
る
。
不
信
感
を

広
め
る
社
会
習
慣
と
な
り
、

時
代
を
超
え
、
世
代
を
超
え

定
着
し
た
。
そ
れ
で
も
「
世

間
」
と
は
捉
え
ど
こ
ろ
な
い

希
薄
で
軽
く
弱
い
も
の
で
は

あ
る
が
、
吸
わ
な
け
れ
ば
生

き
ら
れ
な
い
重
要
な
空
気
な

の
で
あ
る
。

ま
た
あ
る
面
で
は
、
世
間

と
い
う
縛
り
が
必
要
と
さ
れ

る
。
そ
れ
を
重
視
す
る
立
場

も
あ
る
。
世
間
は
極
め
て
密

着
な
人
間
関
係
、
広
く
言
え

ば
社
会
的
空
気
感
を
つ
く
る
。

▼
ま
と
め

徳
川
幕
府
か
ら
新
政
府
と

な
っ
た
明
治
政
府
は
、
近
代

化
の
た
め
に
西
洋
文
化
を
導

入
し
た
が
、
ブ
ル
ネ
ル
を
紹

介
す
る
の
は
避
け
た
。
な
ぜ

な
ら
創
造
的
で
独
自
の
技
術

を
創
造
す
る
人
物
は
政
府
か

ら
は
邪
魔
者
だ
か
ら
で
あ

る
。
ゆ
え
に
鉄
道
技
術
者
と

し
て
は
保
守
的
な
ス
チ
ー
ブ

ン
ソ
ン
父
子
は
紹
介
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
、
脱

Ｃ
Ｏ
２

に
お
い
て
は
原
子
力

に
光
を
当
て
た
い
。
真
の
国

産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
再
エ

ネ
は
創
造
的
で
施
策
と
し
て

は
困
る
存
在
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
の

た
め
に
は
、
市
民
自
身
が
目

を
開
い
て
、
諸
外
国
の
状
況

を
見
て
、
再
エ
ネ
の
技
術
面

ば
か
り
で
な
く
、
社
会
的
に

特
に
世
間
的
な
一
面
か
ら
の

視
点
で
な
く
、
広
く
と
ら
え

る
視
点
が
大
事
に
な
る
。
そ

の
心
情
は
、
ほ
か
の
事
例
か

ら
、
す
な
わ
ち
転
喩
や
暗
喩

と
し
て
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。


